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日本最大級のSANを構築して効率化を進め
顧客へのストレージサービスを大幅に強化

IIJグループの中でシステムインテグ

レーション事業やシステム運用サー

ビスを手掛ける株式会社アイアイジ

ェイテクノロジー（以下IIJ-Tech）は、

顧客企業のシステムインテグレーシ

ョンとシステムアウトソーシングを

高度に組み合わせたITサービスを提

供しています。IIJ-Techは、顧客に

提供するデータマネジメントサービ

スを強化するため日本最大級のSAN

を構築、総容量40TBもの大規模ス

トレージサービスの提供を2003年10

月27日から開始しました。

このデータマネジメントサービスは、

同社を代表するサービスである

IBPS（Integration & Business Plat-

form Service）に含まれています。

IBPSではデータセンター設備から

運用管理、ネットワークマネジメン

ト、さらにセキュリティや各種決済

など幅広い範囲のサービスコンポー

ネントが揃えられており、顧客企業

は業務の必要に応じてそれらを組み

合わせて月額単位で利用できるよう

になっています。またIBPSには、

企業ごとに異なるニーズを満たすた

め、個別インテグレーションサービ

スも用意されています。

小規模SANの限界を見越し拡張を検討

これまで、IIJ-TechのIBPSデータマ

ネジメントサービスは、8～16ポー

トのファイバーチャネル（FC）ス

イッチを用いたSANとSCSI接続の

NASをそれぞれ提供していました。

FCスイッチにはパフォーマンスや

拡張性、そしてマルチベンダー環境

に対応できる接続性などから、ブロ

ケードのSilkWorm 2800とSilkWorm 

2400を採用、SANでは主に基幹デー

タベースのアプリケーションに対応

していました。ストレージディスク

の提供だけでは無く、ディスクアレ

イの機能を用いたミラーリングや、

その一方を一時的に切り離してダウ

ンタイムを生じさせずに毎日のテー

プバックアップを行うなど、顧客に

高度なデータマネジメントサービス

を提供してきました。

しかし、顧客企業数やデータ容量の

増加に伴い、当初の比較的小規模な

SANではポート数やストレージ容量

などのリソースを有効に活用するこ

とが困難であることから、IIJ-Tech

では早い段階から大規模なSANの構

築を検討してきました。またアプリ

ケーションによってはNASも求めら

れることから、その大規模SANによ

ってNASを統合できるような形を考

えていたのです。そして、待たれて

いた多ポートのFCスイッチが登場

したことで、IIJ-Techは大規模SAN

構築に着手しました。

2003年 10月、株式会社アイアイジェイテクノロジー（IIJ-Tech）は、新

たに日本最大規模となるコア- エッジ型SANを構築し、従来より低コスト

かつ高度なストレージサービスの提供を開始しました。IIJ-Techはインテ

グレーションとアウトソーシングからなる ITサービスを取りそろえており、

その中でSANを活用したデータマネジメントサービスを以前から提供して

いましたが、今回の大規模SAN構築によって、より効率的なリソース活用

を実現したのです。

●技術的課題：

小規模SANで課題となっていたポー
ト数やディスク容量などのリソース
を効率的に活用し、NASもSANに統合
することで顧客へのサービスを向上し、
コストを下げようと検討していた。
 

●ソリューション：

4筐体のSilkWorm 12000からなるコア-
エッジ型SANで、日本ヒューレット・パ
ッカードStorageWorks xpなど複数の
ストレージ装置と顧客サーバーを接続
 

●成果：

・リソースの利用効率を高められ、
　将来的な設備投資を抑制できるよ
　うになった
・ハイエンドディスクを利用したサ
　ービスにミドルクラスディスクア
　レイを利用した同等のスペックの
　サービスが加わり、顧客の選択範
　囲を広げるとともに、ディスク単
　価従来比で1/5の価格からストレー
　ジサービスを提供できるようにな
　った
・ディスクからディスクへのバック
　アップ、SANストレージをベース
　としたNASなどもサービスメニュ
　ーに加えることができた
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大規模SAN構築でリソースを有効に活用

IIJ-Techが新たに構築したSANは、日本ヒュ

ーレット・パッカード（以下日本HP）のハ

イエンドディスクアレイであるStorage-

Works xpをメインのストレージ装置とし、

FCスイッチにはCore Switch 2/64（Brocade 

SilkWorm 12000相当）を4台、コア-エッジ型

で接続した構成となっています。日本HPは、

柔軟性や拡張性、そしてマルチベンダー対応

といったメリットのあるオープンなSAN環

境を推進しており、他社ディスクアレイを含

む構成となっている今回のIIJ-TechのSANに

ついても、構築や運用サポートなど幅広い範

囲の支援を行っています。機材の選定理由を、

IIJ-Tech アウトソーシングサービス部 部長

代行の成田雅和氏は次のように説明しました。

「ストレージサービスは、ITインフラの中

でも比較的長期間使われるものです。長期的

な視点で考えたとき、次世代製品のリリース

が明確になっているなど、ロードマップがし

っかりしているベンダーの製品でなければ、

将来に不安があって使えません」

また、IIJ-Tech アウトソーシングサービス部 

テクニカルコンサルタントの平野由介氏は、

「ブロケードのFCスイッチにはゾーニング

やトランクなどの設定を行うツールが充実し

ています。今回のような大規模SANを構築す

る際には、数多くのポートを設定する必要が

あるので、非常に助かります」と、同じくテ

クニカルコンサルタントの菊地孝浩氏は、「FC

スイッチの本格運用は初めてのことで、筐体

の設置などに苦労もありました。しかし他社

製品よりコマンドが使いやすく、充実したマ

ニュアルのおかげで半日ほどの時間で設置を

完了しています。また、Webインターフェー

スも、一つの画面で障害情報を一覧できるな

ど、使いやすく便利です」と、それぞれ語っ

ています。

今回のSANでは、ストレージやポートの割り

当てを素早く行えるようになったことから、

顧客が必要としたとき即座にリソースを提供

する『リソース・オンデマンド』を実現して

います。同時にストレージの仮想化を行い、

ストレージを増設した際にも柔軟な活用が可

能となっています。またSANにNASヘッド（サ

ーバー）を接続することでSANとNASの統

合を実現したほか、ディスクからディスクへ

の高速バックアップも可能となり、リストア

やバックアップを行う際の設定も迅速に切り

替えられるため、「もしバックアップデータを

必要とするような事態になっても速やかに対

処することができます」と成田氏は言います。

より多くのポートや高速データ転送などに期待

成田氏は最後に、今後のSAN環境について、

ブロケードへの期待を語りました。

「今回のような大規模SANを構築することに

よって、顧客に提供する際の容量単価を大幅

に下げられるようになります。今までは基幹

業務を中心に用いられていたSANの用途が広

がり、さまざまなアプリケーションが動作す

る多数のサーバーが接続されるようになりま

す。今回IIJ-Techでは将来的な利用者ニーズ

への対応のため、柔軟に拡張可能なコア-エ

ッジ型大規模SANを構築しました。今後は、

より多くのポート数を持ったFCスイッチや

高速なFC規格対応スイッチ、またIP対応を

含め、来年発売予定のファブリックアプリケ

ーションプラットフォームに期待しています」
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